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　骨塩定量は，骨粗髭症をはじめ，種々の代謝性骨疾

患の診断・治療経過観察等において重要な問題である

が・従来のX線写真の読影による方法は再現性が低く，

また，X線写真を光学機械を用いて分析するPhoto－

densitometryは．その手技がやや煩雑である。19

62年Cameron等によつて導入された低エネルギー

ガンマ線を用いその透過ピームをNa　1クリスタ〃の

シンチレーシヨン検出器で測定するPhoton－abso－

rotio　met　ry　el．再現性が誤差3％以内ときわめて

良好であり．また1967年Bone　Mineral　Ana｝－

vzerとして商品化され・その手技は非常に簡単にな

つた。我々は，最近・このBone　Mineral　Ana1－

yzerを使用する機会を得・種々の骨疾患において測

定を試み・その有用性を確認したので．若干の基礎的

検討とともに報告する。

　使用したBone　Mineral　AnaSyzerはチエルベ
ルジ杜製のものと・日本無線社製のものとの2機種で
ある・両機種とも使用核種は，125t，241Amの2つで

ある。健常ボランティア75名の椀骨のBone　Mine－

ral　Cbntent（BMCと略す）は，30才代でピーク

を示し・年令を経るに従い減少した。また男女差では，

常に男の方が女より高い値を示した。この傾向は，B

MCを骨の幅で割つた値においても同様であつた。

　甲状腺機能異常患者の測定でld・Euthvroidの状

態が6ケ月以上続いている例では全例，正常範囲内に

あつたが．新鮮lt　Hy　pe　rthv　roidの患者においては

低い値をとる傾向が認められた。

　リウマチ様関節炎患者では・X線写真で分類したS’

tageで．Stage　1の患者は，すべて正常範開内に

あり．8tagen．■の息者ではあきらかに低い値をと

る傾向が認められた。その他，臨床的に明らかな，骨

」粗鴛症例では．あきらかに低い値をとり．・副甲状腺ぱ

の1例では腺腫摘出後のBMCの回復過程が明瞭に追

えた。tた筋ジストロフィー息者，人工透析患者等で

も低い値が敵められ，治療効果判定に．きわめて有効

を方法と考えられた。

　我々の経験では．この方法の再現性は4％であつた

が．このBone　Mineral　Analvzerによる骨塩
定量は．再現性がよく，とくに，代謝性骨疾患の治療

効果の観察には．きわめて有効C・ある意味では，ほ

とんど唯一の方法と考えられた。
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〔目的〕　われわれは骨疾患の病態を検索する目的で、

4年来テクネチウム・ピロリン酸を用いて骨シンチグ

ラフィを行なってきた。その定性面は「臨床整外」誌

で報告しており、また各種の核医学関係誌でも多数報

告されている。しかし、骨シンチグラムを定量面で検

討しているものは少ない。われわれは病態を検討する

為に骨シンチグラムの情報を定量的に検討してみたが、

仙腸関節においては、情報処理をする事によって病勢

の判定や疾患の診断にかなり有効なことが証明でき、

一
部日本整形外科学会で報告しているが、今回、脊椎

についても検討したので報告する。

〔対象および方法〕　対象は整形外科的疾患の127例

（成人101例、小児26例）で、脊椎の疾患は成人71

例、小児6例である。疾患別では、成人は脊椎腫揚

47例、代謝性骨系統疾患9例、強直性脊椎炎8例・

その他の炎症7例である。小児は全例nθur。blasto阻a

であった。

　方法は患者に50μc％贋、ピロリン酸量として86

pY／Ksの七echn　etium　・一　pyr。Ph。　SPhateを静注し、仙腸

関節のdynamic　scaP　を1時間行ない、次いで脊椎各

領域について5分間のstatic　scanを行なった。シン

チスキャン終了後、コンピューターを利用して画像の

再現および脊椎各領域のカウント測定を行なった。

〔結果〕　脊椎の疾患の鑑別・病勢判定のために、予

備試験として仙腸関節部において定量的判定を試みた。

その結果、各種疾患群間の鑑別は、関心部位の集横量

bよび仙椎部との量的な比を合せて考慮すれば可能な

ことが証明できた。これを脊椎領域の疾患に応用して、

概ねの鑑別診断を行ない得た。また、骨代謝の面から

は、テクネチウム・ビロリン酸の集積は、X線像上の

骨硬化・増殖像との間に関連性が認められ、骨硬化の

度合が増すに従がって集積の度合が増強しており有意

の結果を得た。しかし他のX線像所見（骨粗嘉症や骨

棘など）との間には関連性は認められなかった。
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